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自宅、賃貸住宅の耐震診断を受けましょう！

昭和56年5月31日以前の旧耐震基準で建築された建物は、地震による倒壊等の危険性

が高いといわれています。住宅(昭和56年5月31日以前に建築された住宅)の耐震診断

は無料で実施できます。耐震化に向け先ずは耐震診断を受けましょう。

住宅の耐震化に関する問い合わせ・申込先　産業建設課　電話  22-7712

交通安全協会佐川支部・佐川警察署　電話  ２２-０１１０

※交通安全協会は皆様の会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします。

電話  22-0560

　〜高吾北消防本部からのお知らせ〜

消防法改正により、住宅用火災警報器の設置が義務付けられてから十数年が経過しましたが、せっ

かく取り付けた住宅用火災警報器も、いざというときに作動しなければ意味がありません。万が一、

火災が発生した場合、きちんと住宅用火災警報器が作動するように点検しましょう。

安全運動期間中、指導員・ボランティアの方が街頭指導やイベント等活動し

てくださいます。

運動へのご理解ご協力よろしくお願いします。

あなたの大切な命を守るために、住宅用火災警報器の点検をおこなってください。

電子マネーで支払いを求める詐欺が多発！

汚れ

ほこりなどが付くと感知しづらくなります。1

年に 1回程度、布等で乾拭きしてください。

電池交換の時期

電池切れのときは「音声で知らせる」か、「ピ・

ピ・ピ」と音が鳴ります。

※電池の寿命は、機種により異なります。

住宅用火災警報器本体交換の目安

機器の交換時期は 10年が目安です。交換時期

がきたら機器ごと交換しましょう。

作動点検

警報器のボタンを押すとテスト音が鳴ります。

異常がないか定期的に確認しましょう。

【音が鳴らないときには、次のことを確認しま

しょう。】

・電池がしっかりセットされているか確認する。

・電池切れを確認する。

※それでも鳴らない場合は故障が考えられま

す。取扱説明書を確認しましょう。­

問 ­­高吾北消防本部(署)　電話 0889-26-2111

点検していますか？住宅用火災警報器

7 月 28 日、ところ常南ビーチ海水浴場で、

「第 4回ところ常南ビーチサマーフェスティバ

ル」がところ街づくり実行委員会の主催で開

催されました。夏日のビーチには、宝さがし、

ホタテまき、ヨットの試乗会に参加する家族

連れ、浜風の下、ライブやダンスを楽しむ方々

など、日本一遊泳期間の短い海水浴場は、た

くさんの人々でにぎわいました。
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ところニュース

第４回ところ常南ビーチサマーフェスティバル

― 常呂の海を満喫 ―
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